
第叩 章゙　IPv6

次世代インターネットプロトコルIPv6 の現状

･･実用化に向けて評価実験進む爿

はじ め に

IPアド レ スの枯 渇問 越に端 を 発し 標準化作 裘が 進めら れて き

た次 匪代イン ター ネットプロ トコ ルIPV6 も、 基本 部分の 仕様は

ほぼ決定し 、現 在はアドレ スフ ォーマ ットやセ キュリテ ィア ル

ゴリ ズムの 選択、 実装 や運川ll の問 題に 関心が 移りつっあ る

また、 仲々のプラ ットホ ームで動く実 装が 公開 され、 製jlljllとし

てのIPV6 プロ ト コ ルス タッ クも出荷 が始 まり、 世界 規模での

IPV6 テ スト ネットワー クによる､汁価実験 も進んでいる

IPv6 と は

Ｈリ イン ター ネット プロト コ ル囗 よ、O SIモデ ルの ネットワ

ークj削 こ位 置する イン ターネット中核 のプ ロトコ ルで 、送り 先

IP アドレ スを 儿に経 路を 選択し ながら、 イン ター ネット接続さ

れたノート問 のパケット迦 仁を行う ものであ る

】PVl で は 基 本 的 に ネ ッ ト ワ ー ク 部 と ホ ス ト 部 の2 陪 川 で 構 成

さ れ てい た た め 、 経 路'|` I'jけ|扣) 傑 発 的 な 増 力||を 招 い た が 、IPV6 で

は ア ド レ ス を 多 段 の 附 丿削 こす る こ と で 、 こ の 問 題 を 解 決 し た

最 人8192 のＴＬＡ と11fば れ る デ フ ォ ル ト フ リ ー の ネ ッ ト ワ ー ク

に よ９ て バ ッ ク ボ ー ン が 構 成 さ れ 、 各ＴＬＡ に はNL Λ と 呼 ば れ

る ド 位 階 川 の ネ ッ ト ワ ー クが 接 続 し 、 さ ら にユ ー ザ ー 糾 織 の ネ

ット ワ ー クが 接 続 さ れ る　 ネ ッ ト ワ ー クの 接 続 点 で 経 路 情 脹 は

適 竹 襲約 さ れ 、 全 体 と し て 経 路 情 報 の 増 加 を 防 い で い る

テ ス トネ ッ ト

98年3J」現 在32か1111が接 続さ れた 叫 界規模 でのIPv6 テ スト ネ

ット ワー クであ る６ｂｏｎｅが、実験 運jljされて いる　 川本閥内で

は、 ＷＩＤＥプ ロ ジェ クト が、６ｂｏｎｃの･ 部 とし てtiboneJP を実

験運用してい る（図2 ）

現在広く利JljされているIPはバージョン1（IIVI）と|lfばれ　　さらに知るには

るもので、32ビットのアドレス空川を採川している　約13億の

,瀛別がIり‘能であるが、実際にはその令てが利jl｣できず、また、

このままの発艇が続けば2000年の初頭には枯渇するとの]慂!も　　い

ある　この問題を解決すべく提案されたのが、IPバージョン６

（IPV6 ）で ある　IPV6 のiﾓ な特徴は 次のとおり

* 128ビット のアドレ ス空間 （2･28 = 3.4×10 枸

゛処理 効率と拡張性 を考慮し たパケットフ ォーマット

゛セ キュリ ティ機 能（認証と機 密保 護） を標準 装備

゛プラ グ＆プレ イ対 応

゛移動体 やＱＯＳ、 実時間通信 への考慮

IPv6 ア ドレ ス

128 ビ ット のア ド レ スは 、 フ ォーマ ット ・プ レフ ィッ ク ス

（FP ） と呼ば れる先頭の 数ビ ットに よ９て さ まざ まな種 別に区

分 される　その うち、 グロ ー バルにホ スト を識別するため にiﾓ

にJljい ら れるのが 、図1 に示す 集約11」‘能広域 ユニ キャ ストアド

レ ス形式 （FP=001 ）であ る

図1　集約可能広域ユニキャストアドレス形式（FP ＝001）
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ＴＬＡ: Top-Level Aggregato｢

ＮＬＡ: Next-Level A99｢egato｢

ＳＬＡ: Site-Level A99｢egato｢

IPV6 の川 状を 知 りたい と きには 次のＵＲＬを 参照さ れる と よ

・hltp:// ｗｗｗ.ｖ6.wide. ａd･jp/

ＷＨ)Ｅプ ロ ジェ クト のｖ6ワ ーキ ン ググ ループ の ホ ームペ ー

ジ　6bolleJP の状況 や参 加 方法、そ の他Ｈ)ｖ6関連 の情 報が整J111

されている

(佐野 庁・WH)I{ プロ ジェ クト　日 本電 気 株式 会社}
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図2　6bone-JP 構 成図
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図4　国際的なIPｖ6のテストネットワークである6bone のホ

ームページ
http://ｗｗｗ.6bone.ｎｅt/
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図3　1Pｖ6の 標準 （ＲＦＣ）や 標準案(InternetDraft) 、各社 の

実 装状況 など が整 理 さ れリ ン ク されて い る

http://playground.Sun.COM/pub/ipng/html/
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http://IWParchives.jp/
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